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↑豚汁とカレーとコーヒーで温まっていあただけましたかね？

↑晴天の下、神輿も行われました！
　　　　　　　　　　威勢のいいおとこたちでした。
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Tsukuba for 3.11 写心展

Tsukuba for 3.11 では、筑波大学内で「Tsukuba for 3.11 写真展」

を開催しました。この写真展では、東日本大震災から５年を経た今、

被災地で活動している方々に焦点を当てています。

展示している写真はすべて私たち Tsukuba for 3.11 のメンバー

が撮影したもので、このために取材に伺わせていただきました。

↓写真展の会場の様子。休憩スペースにもなっています。

↑写真の他に、活動地域の地図や説明も付けました。

日本に大きな被害を与えたあの震災から、今

年 2016 年 3 月 11 日で満 5年を迎えます。

しかし、5 年という月日を経ても、未だに街

の復興は完全とは言えないのが現状です。

そんな中、被災した街の復興と、人々の生活を取り戻すために今でも活動している人がいま

す。今回の写真展では、その人たちの想いや心、活動の目標、そしてその姿を私たちの目線

でとらえた写真を展示しています。今回は筑波大学内での開催でしたが、2016 年 3 月 8 日

～ 3月 13 日には、Bivi つくば内 筑波大学サテライトオフィスにて写真展 第 2弾を開催す

る予定です。宜しければ皆さん、ぜひ一度いらしてみてください。
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☆リレーインタビュー☆ 星野 尊乗さん 
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「えがお咲く！春のつくしま交流会 2016」
2月 28日(日) 10時～15時(受付開始 9時 40分)(途中入退室可) 

場所：並木交流センター (公共交通機関をご利用ください。) 

参加費：300円 持ち物：エプロン、三角巾 
Tsukuba for 3.11による、避難している方々・学生・一般市民のための交流会です。芋煮にワークシ

ョップ、体を動かすレクに落語まで！楽しい企画がいっぱいです！ たくさん笑って一足早く春を迎

えましょう♪詳細は HPをご覧ください！ 交流会担当：高取 090-4205-4784 

(ご用意があればスリッパ、 
キャンドル用の空き瓶をお持ちください) 

担当：高取 

「Tsukuba for 3.11写真展 第２弾」 
3月 8日(火)～3月 13日(日) (火～土)10時～21時 (日)10時～19時 
場所：Biviつくば 総合インフォメーションセンター (月曜定休) 
1月に開催した写真展の続編です！取材場所も増え、より見応えのある展示になっています。 

今伝えたい人がいる。今伝えたい想いがある。震災から「5年」のメッセージが届きますように。 

年ぜひご覧ください！ 
-5-
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「Tsukuba for 3.11 写心展 震災から５年 Message  
～今、知ってほしい人がいる 今、知ってほしい想いがある～」番外編 

  

みなさん、良い人たち

で良かったー！ 
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Ｃ
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Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ営業時間： ： ～ ：

教室：月・水・木… ～
土… ： ～

定休日：毎週火曜日※祝日の場合、翌日休業
〒

つくば市天久保 － －
ウッディライフつくば１

穴田可奈子 ( あなかな ) 
国際総合学類 1 年
富山県小矢部市出身

・小矢部市はどんなところですか？
小矢部市は「メルヘンの町」と言われていて、市内の保育所や小・中学校は世界中
の有名な建築物をまねて作られています！ちなみに私の小学校は、校舎は東大、体
育館は一橋大を、中学校はオックスフォード大とベルサイユ宮殿をまねて作られて
います。
去年の夏には、北陸初のアウトレットモールがオープンしました♪

・特技は何ですか？
特技か分かりませんが、小学校 2年生から 8年間フィールドホッケーをしていまし
た！プチ自慢は全国大会で準優勝したことです。今でも実家に帰ったときはたまー
にホッケーで遊んでいます (^^)

・マイブームは何ですか？
最近は暇さえあればDVDを観ています。一番はまったのは織田裕二主演の「アマ
ルフィ」です。イタリア語がとてもかっこよかったです。最近は「外交官 黒田康作」
を観ています。

・Tsukuba for 3.11 に入った理由は何ですか？
震災当時から、自分も被災地のために何かしたいとずっと思っていました。高校生
の時はなかなか実行に移せず、大学進学とともにこの団体のことを知って「これ
だ！」と思って参加しました。実際に東北に行って、自分の目で震災の爪痕を見
ることで多くのことを感じ、学びました。それらを少しでも多くの人に伝えていけ
るといいなと思います！

今回、紹介するメンバーはマキトさんこと林さんです！マキトさんは香港からの

※A：私、B：マキトさん

A「お名前をフルネームで教えてください。」
B「林雋源（ラム　チョンエン）、マキトと呼ばれています。」 
　（なぜマキトと呼ばれているのか、これはつくふぉーの七不思議の一つです）
A「年齢と学年は？」
B「２１歳、３年生です。」 
　（高身長だからでしょうか、もう少し年上に感じます）
A「出身はどこですか？」
B「香港です」
　（ん～香港！いいですね！香港のディズニーランドに一度は行ってみたいです）
A「日本にきてどのくらい経ちますか？」
B「４ヶ月になります」
　（４ヶ月だけとは思えないほど流暢な日本語がを話されています）
A「好きな日本料理を教えてください」
B「たこ焼き、TKG、豚汁、お好み焼きです！」
　（マ、マキトさんっ！！ TKG( たまごかけご飯 ) をご存知だなんて！？！？）
A「自分の国のオススメポイントはなんですか？」

　（チャチャンテン文化、可愛らしい響きです、気になります）
A「自分のチャームポイントはズバリ！！？」
B「身長と芝居です…大道具としてですが（笑） 」
　（ああ、！なんだか複雑っ！！）
A「最後にメンバーに一言、お願いします！」
B「つくふぉーのみんなは明るくて優しくて、
　本当に楽しい４ヶ月過ごせました。 　
　新学期もよろしくね (＾ω＾)」
　　　　　　　　　　　　　まだまだ、お聞きしたいことはたくさんありますが、
　　　　　　　以上でマキトさんの紹介を終わります。-7-
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スケルトンクイズ    担当：下田梢 

さて、2 月も終わりに近づいてきますね。 
今回は、冬～初春にまつわる言葉を集めて、 
スケルトンクイズを作ってみました！ 
寒くて外に出るのが億劫な日は 
こたつにあたりながら、 
クイズで一息ついてみては？ 
 
〈ルール〉 
・右の枠の中に、「単語欄」から 

単語を選んで 
当てはめていってください。 

 
・単語は全てカタカナで、 

上から下、 
左から右の方向に入ります。 

 
・全て当てはめたら、 

二重の枠で囲ってある文字を 
番号順に並べ替えてみてください。 
どんな文章が現れるでしょう？ 

11 
1 

3 

2 

4 
5 

6 

7 

8 

9 

10 

12 

コタツ マフラー ユキドケ(雪解け) カマクラ(かまくら) 

カザハナ(風花) カンテン(寒天) ユキダルマ(雪だるま) 

ギンセカイ(銀世界) ウルウドシ(閏年) フユヤスミ(冬休み) 

フユゴモリ(冬ごもり) ダルマイチ(ダルマ市) ハツゴオリ(初氷) 

カンツバキ(寒椿) カンノイリ(寒の入り) ユキアカリ(雪明り) 

ユキガッセン(雪合戦) ハルイチバン(春一番) バレンタインデー 

ハルツゲドリ(春告げ鳥) フユショウグン(冬将軍) 【単語欄】 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 

〈答え〉 

編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集長：加古捺巳

年が明けてあっという間に２ヶ月が経ちます。

寒い日が続きますがみなさん元気にお過ごしですか。

2016 年最初のつくしま、 楽しんでいただけたでしょうか。 今年もよろしくお願いいたします。

さて、 今年はどんな一年になるでしょうか。 どんな一年にしたいですか。

冬っていろんな思いを巡らせてしまう気がします。 寒くてちょっと寂しくなったり、 暖かい春に期待を寄せたり。

そんな思いも残しておきたくて、 私は最近になってようやく日記をつけはじめました。

みなさんも何か新しいことを初めてみてはどうでしょうか。

改めて、 今月号もお読みいただきありがとうございました！

次回は４月に発行予定です。 お楽しみに！

以下のＳＮＳで活動情報を発信しています。 是非ご覧ください。

ホームページ ： http://tsukubafor311.jimdo.com/

Facebook ： https://www.facebook.com/tsukubafor311/

Twitter ： https://twitter.com/tsukubafor311

Mail ： tsukubafor311@gmail.com

-8-


